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DENSITYのHigh TIPは、これまで当院におけるタイトニング治療の中心として多くの症例で使用し、良好な治療成績を得てき
た。その後、ALPHA TIPの登場により実臨床で使用経験を重ねる中で、施術効率や熱分布、仕上がりなどにおいて多くの利点を
実感し、現在では当院における主な治療チップとしてALPHA TIPを選択する機会が増えている。もちろんHigh TIPにも適した症例
は存在するが、日常診療ではALPHA TIPの特性を活かすことで、より効率的かつ質の高い治療が可能であると考えている。
　本稿では、当院がHigh TIPからALPHA TIPへ移行した背景と、その過程で実感したALPHA TIPの特徴や有用性について、実際
の症例を交えながら紹介する。　
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症例1、症例2ともに同一パラメータで施術を行った。なお、症例2は、医師自身がALPHA TIPの使用感や治療効果を評価する目的
で施術を受けた症例である。

　＊　　＊　　＊
これらの情報は学術的知見の共有を目的としたものであり、特定の製品の販売促進や広告を意図するものではありません。

　症例1の患者は左頬が右頬と比較してボリューム感に乏しく、全体的にミッドチークのリフトアップを希望された。頬部はレ
ベル3.5で1パス照射後、レベル4.0で追加照射を行い、左右各135 shot、合計270 shotを照射した。額および顎下はレベル2で各15 
shot照射した。疼痛軽減を目的としてブロック麻酔を施行し、オイルを十分量塗布したうえで照射を実施した。患者からは「いつ
もより痛みがかなり少なかった」との評価が得られた。照射時には、チークトップの挙上を意識し、チップを皮膚に対して上方へ
押し上げるように保持しながら照射を行った。また、フェイスラインおよびこめかみではガーゼを用いて皮膚を斜め上方へ牽引
しながら照射を行った。施術直後にはチークトップの挙上が確認され、患者からもフェイスラインや口周りのもたつきが改善し
たとの評価が得られた。


